
No. 67 2008. 1.No. 67 2008. 1.

基盤整備田では工事で下層土が踏み固められて排水不良になることがあります そのた。

め特産野菜のブロッコリーなど露地野菜の栽培は、秋季の降雨等の影響により湿害や計画

的な作付けができないなどの問題が発生しています。

そこで、圃場周辺に額縁状にうね溝（明渠）を設けて、排水ポンプで強制的に排水し湿

害を回避する「額縁明渠処理」の効果を検討しました。

降雨時のポンプによる排水の様子

無処理区では降雨ごとに畦間に水が溜まったため、定植直後から生育不良となり商品性

のあるブロッコリーは収穫できませんでした。しかし、明渠処理区では降雨時に明渠に溜

まった水をポンプで排出したため、生育不良を回避することができました。

また、栽植密度を畦幅 の１条植にして畦の数を増やすと、畦幅 の２条植より70cm 130cm
作土が乾きやすくなり、ブロッコリーの収量、品質ともに優れました。この処理では明渠

、 、 。の大きさは幅 深さとも 以上 排水ポンプは毎分 リットル以上の能力が必要です25cm 500

明渠処理 無処理 明渠１条植 明渠２条植 無処理

ブロッコリーの生育状況と収穫時の状況
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額縁明渠処理による
基盤整備田の湿害回避対策


